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紙面づくりの流れを確認するSTEP1
1 	PowerPointの活用術

PowerPointはプレゼンテーション資料を作成するだけでなく、ポスターやちらし、瓦版、カ
タログ冊子などのような複雑なレイアウトのビジュアル資料を作成するのにも、たいへん適
しています。PowerPointの高度なグラフィック機能を利用すれば、プロも顔負けするよう
な本格的なビジュアル資料を作成できます。
ここでは、ビジュアル資料の紙面を作り込む際に、知っておくと役立つデザインの基本的な
知識や手法をご紹介します。

2 	紙面の構成要素
ビジュアル資料の紙面を構成する主な要素には、次のようなものがあります。
それぞれの特徴を確認しましょう。

文字 写真

イラスト（絵）
空白
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●文字
文字は、情報を正確に相手に伝えます。同じ文字情報でも、フォントやフォントサイズによっ
て与える印象が変わります。また、同じ意味の単語でも、漢字、ひらがな、カタカナ、アルファ
ベットなど何で表記するかによって、与える印象は変わります。

●写真
風景、人、物など、実物の写真をそのまま見せることにより、情報のリアリティをストレートに伝
えることができます。写真には、見る人に臨場感を与え、記憶に残るという効果があります。

●イラスト（絵）
イラストには、伝えたい情報をイメージしやすくするという効果があります。イラストの影響力
は大きく、イラストが持っているイメージがそのまま紙面全体のイメージになることもあります。
インパクトを与え、注意を引くためのアクセントとして配置する場合と、雰囲気づくりのため
に模様のように配置する場合があります。

●空白
空白は、紙面にゆとりを生み出す重要な要素です。情報を詰め込みすぎて空白がない紙面
は、読みにくく敬遠されます。空白で情報をまとめることによって、情報が読みやすくなります。

3 	紙面づくりの流れ
上司から販促用のちらしを作成するように指示されて、何から手を付けてよいのかわから
ず、困った経験はありませんか。いきなり白紙のページに情報を配置しようとすると、なか
なかうまくいかず、行き詰まってしまうことも少なくないでしょう。
どのような流れで作業すれば、紙面づくりをスムーズに行うことができるかを確認しましょう。

素材の収集1
紙面づくりに必要な素材を収集する。

レイアウトの検討2
紙面にどのように素材を配置するかを検討する。

配色の検討3
伝えたい内容に合った配色を検討する。

読みやすさの工夫4
フォント・フォントサイズ・字間・行間・行内文字数などを調整して、読みやす
い紙面にする。

訴求力アップの工夫5
全体のバランスを見ながら、見栄えを整えて、訴求力の高い紙面にする。

最終チェック6
最後の仕上げとして、紙面をチェックする。


